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治ることのかなわない衰えを

自分で認めてカバーして

生きぬく知恵と努力が求められます

　
八
月
、
今
年
も
例
年
同

様
、雑
誌・新
聞
等
で
第
二

次
大
戦
の
諸
事
が
報
じ
ら

れ
、
祈
り・告
白・懺
悔
な

ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

日
本
人
と
し
て
記
憶
し
て

お
き
た
い
事
二
つ
●
①
大

戦
後
、
中
国
の
蒋
介
石
総

統
は
我
中
国
の
同
胞
は
旧

悪
は
問
わ
ず
、
人
に
善
を

な
す
事
が
民
族
の
特
性
で

あ
る
。
武
器
を
持
た
ず
戦

わ
な
か
っ
た
無
辜
の
人
民

に
汚
辱
を
加
え
て
は
為
ら

ぬ
と
声
を
発
し
た
。
こ
の

声
明
に
よ
り
中
国
残
留
孤

児
が
生
き
延
び
ら
れ
た
と

も
●
②
二
次
大
戦
中
に
日

本
兵
に
妻
と
幼
い
児
二
人

を
殺
戮
さ
れ
た
当
時
の
フ

ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
、
キ
リ

ノ
氏
は
モ
ン
テ
ン
ル
パ
刑

務
所
に
収
監
中
の
日
本
人

の
戦
犯
を
釈
放
し
た
。
我

々
の
友
人
と
な
る
日
本
人

へ
の
憎
悪
の
心
を
残
さ
ぬ

為
釈
放
を
し
た
と
①
②
の

行
為
は
心
に
留
め
た
い
。

本
紙
８５８
号
に
当
連
盟
の
歴

史
を
紐
解
き
そ
れ
を
土
台

に
将
来
を
提
言
さ
れ
た
。

目
前
の
事
も
踏
ま
え
て
の

提
言
、
真
摯
に
受
け
止
め

た
い
●
当
連
盟
の
歴
史
は

日
本
の
年
金
史
で
も
あ

る
。
草
創
期
各
地
の
有
志

の
意
気
上
が
り
、
そ
の
気

迫
が
政
府
関
係
者
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が

始
ま
り
で
あ
る
。（
Ｋ・Ｊ
）

　
コ
ロ
ナ
禍
は
国
民
の
国
家
へ
の
依
存
度
を
高
め
た
感
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
自
律
の
基
本
を
お
さ
え
る
と
同
時
に
人
間
を
超
え
る
も
の
へ
の
畏
れ
も
持
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
介
護
予
防
と
は

　
お
元
気
な
方
が
今
後
も

介
護
が
必
要
な
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て

現
在
機
能
低
下
が
み
ら
れ

る
人
も
そ
れ
以
上
悪
化
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。

　
お
近
く
の
市
町
村
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
高
齢
者
の
加
齢
や
生
活

の
状
況
に
よ
る
心
身
の
衰

え
等
の
リ
ス
ク
を
早
期
に

発
見
し
て
、
介
護
予
防
や

健
康
づ
く
り
に
活
か
す
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。
生

活
機
能
、
運
動
機
能
、
栄

養
状
態
、
口
腔
機
能
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク

が
わ
か
る
よ
う
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。
後
期
高

齢
会
員
は
回
答
さ
れ
た
の

で
は
…
。

介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

１ 

運
動
機
能
の
向
上

　
年
齢
と
と
も
に
体
力
や

筋
力
は
自
然
に
低
下
し
て

い
き
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、

ケ
ガ
や
転
倒
と
い
っ
た
リ

ス
ク
を
伴
い
、
ま
た
閉
じ

こ
も
り
の
原
因
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。体
操
や
外
出
、

レ
ク
等
を
習
慣
化
し
、
疲

れ
に
く
い
体
、
転
び
に
く

い
体
を
目
指
し
ま
す
。

２ 
栄
養
状
態
の
改
善

　
運
動
量
の
低
下
で
食
欲

が
落
ち
た
り
、消
化・吸
収

力
の
低
下
に
よ
り
栄
養
不

足
と
な
る
お
そ
れ
が
生
じ

る
。
食
事
の
内
容
や
体
重

の
変
化
な
ど
を
見
直
し
、

低
栄
養
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

３ 

口
腔
機
能
の
向
上

　
口
腔
機
能
は
、
食
事
や

会
話
な
ど
に
か
か
わ
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
機
能
が
低
下
す
る

と
、
食
事
の
種
類
が
制
限

さ
れ
免
疫
力
の
低
下
に
繋

が
り
ま
す
。
会
話
に
も
支

障
を
き
た
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
・
と
じ

こ
も
り
や
認
知
症
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
歯
み
が
き
な

ど
の
口
腔
ケ
ア
と
共
に
、

パ・
タ・
カ・
ラ
の
４
文
字

を
発
音
す
る
こ
と
で
口
や

舌
の
筋
肉
を
使
い
、
飲
食

の
機
能
を
鍛
え
る
取
組
も

あ
り
ま
す
。

４ 

閉
じ
こ
も
り
予
防

　
毎
日
ほ
と
ん
ど
家
の
中

だ
け
で
過
ご
す
生
活
を
続

け
て
い
る
と
、
筋
力
の
低

下
の
他
に
、
う
つ
や
認
知

症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
趣
味
を
持
つ
、
地
域

の
活
動
に
参
加
す
る
、
用

事
を
つ
く
っ
て
、
積
極
的

に
外
出
す
る
機
会
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

５ 

認
知
症
の
予
防

　
身
体
機
能
と
共
に
脳
の

機
能
低
下
も
予
防
し
ま
し

ょ
う
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
・
定
期
的
な
運
動
等

日
常
の
生
活
管
理
、
積
極

的
に
社
会
参
加
し
て
人
と

の
交
流
の
機
会
を
増
や
す

な
ど
。
脳
に
良
い
刺
激
を

あ
た
え
る
生
活
習
慣
を
心

が
け
、
気
に
な
る
兆
候
が

あ
れ
ば
早
め
に
医
師
や
相

談
機
関
に
相
談
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

６ 

う
つ
の
予
防

　
様
々
な
理
由
に
よ
る
生

活
の
変
化
や
、
身
内
や
友

人
と
の
死
別
な
ど
が
原
因

で
う
つ
状
態
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
お
か
し
い

な
、
と
思
っ
た
ら
我
慢
せ

ず
に
友
人
や
専
門
家
に
相

談
し
よ
う
。十
分
な
休
養
、

３
度
の
食
事
、
定
期
的
な

運
動
、
楽
し
み
や
く
つ
ろ

ぎ
の
時
間
を
大
切
に
す
る

な
ど
が
重
要
と
言
わ
れ
ま

す
。

　
「
人
生
１００
年
時
代
」
と

言
わ
れ
る
も
、
今
の
社
会

の
仕
組
み
は
そ
の
こ
と
を

想
定
し
て
作
ら
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
人
類

史
上
初
の
経
験
を
現
に
し

て
い
ま
す
。「
あ
の
時
代

の
人
の
よ
う
に
」
と
続
く

世
代
が
モ
デ
ル
に
す
る
よ

う
な
品
格
と
心
身
の
健
康

を
兼
ね
備
え
た
生
き
方
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
自

制
心
、
記
憶
力
、
身
体
機

能
の
低
下
に
逆
行
し
な
が

ら
人
間
と
し
て
の
高
み
を

目
指
し
て
生
き
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
２
千
１４
年
、
民
間
の
有

識
者
で
つ
く
る
日
本
創
成

会
議
が
、
今
後
人
口
減
少

が
加
速
し
て
、
２
千
４０
年

に
は
、
教
育
・
福
祉
な
ど

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

が
困
難
に
な
り
、
全
国
で

８９６
市
町
村
が
消
滅
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
指
摘
を
し
た
。

日
本
の
将
来
人
口
推
計

　
２
千
２３
年
４
月
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
が
「
日
本
の
将
来
人

口
推
計
」
を
公
表
し
た
。

　
年
少
人
口（
０
～
１４
歳
）

は
２
千
２０
年
に
は
１
千
５

百
３
万
人
か
ら
減
少
が
続

き
、
２
千
７０
年
に
７９７
万
人

と
な
る
。

　
生
産
年
齢
人
口
（
１５
～

６４
歳
）
は
、
２０
年
の
７
千

５
百
９
万
人
か
ら
７０
年
に

は
４
千
５
百
３５
万
人
に
減

少
す
る
。

　
老
年
人
口
（
６５
歳
～
）

は
２０
年
の
３
千
６
百
３
万

人
か
ら
４３
年
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
そ
の
後
は
一
貫
し

て
減
少
し
、
７０
年
に
は
３

千
３
百
６７
万
人
に
な
る
と

推
計
す
る
。

１．３
人
で
一
人
の
高
齢
者
を

　
生
産
年
齢
人
口
が
年
少

人
口
と
老
年
人
口
等
（
以

下
高
齢
者
と
表
記
〉
の
扶

養
負
担
の
程
度
を
示
す

と
、
２０
年
に
は
２．１
人
で
高

齢
者
一
人
を
支
え
る
状
況

か
ら
、
３８
年
に
は
１．７
人
で

一
人
を
、
７０
年
に
は
１．３
人

で
一
人
を
支
え
る
計
算
に

な
る
と
い
う
。
高
齢
者
を

支
え
る
現
役
世
代
の
姿
は

「
近
年
の
騎
馬
戦
型
か
ら

肩
車
型
」
へ
変
化
す
る
。

　
我
が
国
の
年
金
制
度
は

成
熟
期
に
あ
る
。
国
の
経

済
が
破
綻
し
な
い
限
り
潰

れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
支

え
手
の
数
が
順
調
に
増
え

な
い
と
持
続
困
難
に
な
る

と
い
う
限
界
を
も
持
っ
て

い
る
。

　
そ
の
た
め
に
制
度
の
支

え
手（
生
産
年
齢
人
口
）の

維
持
、年
金
加
入
（
就
労
）

期
間
の
延
長
は
欠
か
せ
な

い
。
し
か
る
に
２
千
４０
年

頃
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口

は
外
国
人
を
含
め
て
お
よ

そ
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
高
齢
者
や
女
性
の
労

働
市
場
へ
の
参
加
が
強
調

さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
少
子
化
は
年
金
制
度
の

維
持
に
と
っ
て
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。
２２
年
に
生
ま

れ
た
子
供
の
数
は
７７
万
７

千
余
人
。
統
計
を
取
り
始

め
て
以
来
最
低
の
数
字
に

な
っ
て
い
る
。

異
次
元
の
少
子
化
対
策

　
政
府
は
、
次
元
の
異
な

る
少
子
化
対
策
を
と
「
こ

ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
を

策
定
し
、
児
童
手
当
の
拡

充
、
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
、
両
親
の
育
休
給

付
率
の
引
き
上
げ
等
少
子

化
の
流
れ
を
反
転
さ
せ
る

施
策
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
こ
れ
は
、
既
婚
カ
ッ
プ

ル
の
子
育
て
支
援
に
力
点

を
置
く
も
の
と
し
て
評
価

で
き
る
が
、
子
供
の
出
生

以
前
の
問
題
に
は
言
及
さ

れ
て
い
な
い
。即
ち
、非
婚

化
、
晩
婚
化
と
い
う
若
者

の
結
婚
前
の
問
題
に
つ
い

て
検
討
、
対
策
を
立
て
る

こ
と
。
若
い
う
ち
に
結
婚

し
、
子
供
を
育
て
る
こ
と

が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
大
き

な
選
択
肢
に
な
り
得
る
社

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

若
い
男
女
の
出
会
い
の
場
を

　
栃
木
県
連
で
は
自
治
体

と
協
力
し
て
若
い
男
女
の

出
会
い
の
場
と
機
会
を
つ

く
っ
て
カ
ッ
プ
ル
を
誕
生

さ
せ
て
い
た
。
同
様
な
活

動
を
行
う
退
公
連
は
他
に

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
退
公

連
の
活
動
の
中
で
、
自
身

と
家
族
の
日
常
生
活
を
モ

デ
ル
に
家
族
の
あ
り
か
た

を
若
者
に
示
す
会
員
、
組

織
的
で
は
な
い
に
し
て
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
若
者
の

世
話
焼
き
を
担
う
会
員
も

実
に
多
い
。

　
特
効
薬
は
な
い
と
言
わ

れ
る
少
子
化
対
策
、
国
だ

け
の
課
題
と
せ
ず
に
、
積

み
上
げ
た
経
験
と
知
恵
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し

て
、
社
会
人
と
し
て
退
公

連
会
員
が
こ
の
問
題
に
関

与
し
て
い
く
余
地
は
あ
り

そ
う
で
あ
る
。
今
年
生
ま

れ
た
子
供
が
年
金
制
度
の

支
え
手
と
な
る
に
は
２０
年

か
か
る
。
現
在
の
国
民
一

人
一
人
の
年
金
水
準
確
保

と
、
将
来
の
公
務
員
退
職

者
の
生
活
を
守
る
た
め
に

も
地
道
で
息
の
長
い
会
員

の
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

自
・
他
を
い
わ
た
り
、長
く
自
立
し
て
生
き
る

介
護
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

年
金
制
度
の
将
来
と
少
子
化
対
策
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○年金相談…
　１０月 ５ 日㈭、２７日㈮
○心の悩み相談…
　１０月 ６日㈮、２７日㈮
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０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

桒田浩子さん

会
員
の
広
場

令和 ５年 ５月　薬膳料理教室

令和 ５年 ６月　ジャズ鑑賞会
＆尺八体験

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

日
常
を
負
で
な
く
正
の
側
で
詠
む

老
い
に
抗
ふ
知
恵
の
一
つ
か

群
馬
県　
熊
澤　
峻

老
い
る
と
は
物
の
理
解
が
で
き
る
こ
と

す
な
わ
ち
進
化
老
い
を
よ
ろ
こ
ぶ

福
島
県　
今
野
金
哉

迎
え
火
の
炎
の
向
う
に
亡
き
夫つ

ま

の

ほ
ほ
え
み
浮
か
ぶ
安
ら
け
き
面お

も

青
森
県　
畑
山
房
子

早
朝
の
山
鳩
の
声
わ
が
耳
に

ゆ
っ
た
り
聞
こ
ゆ
や
さ
し
く
聞
こ
ゆ

兵
庫
県　
平
山　
進

簾
よ
り
出
で
し
舞
妓
へ
路
地
ゆ
づ
り

山
口
県　
粟
屋
邦
夫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

浮
か
ん
だ
句
妻
に
メ
モ
さ
せ
い
い
湯

だ
な�

愛
知
県　
山
﨑
延
次

願
い
事
増
え
て
賽
銭
追
加
す
る

千
葉
県　
吉
野
梓
楼

見
え
難
く
聞
こ
え
難
く
て
八
十
路
坂

気
付
い
て
呉
れ
ぬ
現
役
世
代

島
根
県　
細
木
和
幸

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

う
ぐ
い
す
の
谷
渡
り
聞
き
午
睡
か
な

熊
本
県　
久
保
田
睦
雄

パ
ソ
コ
ン
に
頼
り
て
い
る
間
に
文
字
書

け
ず�

福
島
県　
榎
本
岩
雄

手
を
振
っ
て
帽
子
も
振
っ
て
曲
が
り
角

長
野
県　
北
沢
豊
治

丑
の
日
に
う
な
ぎ
を
載
せ
て
丼
と
来
い

山
形
県　
齋
藤
國
治

来
年
も
生
き
て
る
予
感
夏
着
買
ふ

福
島
県　
平
原
正
道

ハ
ミ
ン
グ
や
音
符
め
く
野
の
吾
亦
紅

広
島
県　
鷲
見
澄
子

日
の
盛
る
街
は
沈
黙
日
暮
れ
待
つ

山
形
県　
上
野
直
樹

心豊かに心豊かに

　
退
職
後
の
生
き
方
を

模
索
し
つ
つ
お
よ
そ
一

年
、【
退
職
後

は
、
在
職
中
の

三
倍
な
い
し
五

倍
の
緊
張
感
を

も
っ
て
晩
年
の

人
生
と
取
り
組
ま
ね
ば

な
ら
ぬ
】（
森
信
三
語

録
、
心
魂
に
ひ
び
く
言

葉
）
こ
の
言
葉
に
触
発

さ
れ
、
平
成
１４
年
４
月
の

砌
に
、『
奈
良
通
信
』
の
創

刊
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

し
か
し
、十
分
な
資
料
や

情
報
を
蒐
集
提
供
で
き
ず

忸
怩
た
る
思
い
。
自
己
の

教
育
的
信
念
の
披
瀝
の
通

信
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認

し
つ
つ
、急
が
ず
、休
ま

ず
、
焦
ら
ず
重
続
さ
せ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨

年
１２
月
、
念
願
の
区
切

り
の
３００
号
に

達
し
終
刊
と

す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん

の
会
員
か
ら
の
激
励
や

精
神
的
な
支
え
で
今
日

ま
で
刊
行
で
き
た
こ
と

を
恐
悦
に
存
じ
ま
す
。

『
奈
良
通
信
』

３
０
０
号
で
終
刊

青
森
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
奈
良
年
永

私
の
ひ
と
こ
と

　
本
支
部
は
、
年
２
回
程
度
支
部
会
報
を
発
行
し
て
い
る
。
令
和
４
年
に
は
５０
号
を
迎
え
た
。
そ
う
し
た
歩

み
の
中
で
、
４４
号
の
桒
田
浩
子
さ
ん
は
、
女
性
管
理
職
の
少
な
か
っ
た
時
代
、
県
内
早
々
の
女
性
校
長
と
し

て
学
校
経
営
に
当
た
っ
た
。
５７
歳
で
退
職
し
、
退
公
連
会
員
と
な
っ
た
。

広
島
県
退
職
公
務
員
連
盟
松
永
沼
隈
支
部
事
務
局
長
　
岡
崎
　
仁
子

いきいき退公連

広島県連の巻

学
べ
る
「
場
」
づ
く
り

　
築
百
年
に
な
る
自
宅
を
改
修

し
て
、「
古
民
家
体
験
工
房
と

ら
い
か
ん
」
を
立
ち
上
げ
、
今

は
、
９
年
目
の
半
ば
を
迎
え
て

い
ま
す
。
健
康
長
寿
を
見
据
え

こ
の
間
、
各
種
体
験
教
室
の
開

催
・
体
験
民
泊
・
薬
膳
食
の
提

供
・
研
修
場
と
し
て
の
施
設
貸

出
・
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

《
活
動
の
実
際
　
具
体
例
》

　
定
年
退
職
し
て
、
早
く
も
１３

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。退
職
後
す
ぐ
の
４
年
間
は
、

隣
接
し
て
い
る
松
浦
市
の
中
央

公
民
館
館
長
と
し
て
務
め
る
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
教
職
と
公
民
館
業
務
に
携
わ

っ
た
こ
と
で
、
豊
か
な
体
験
の

大
切
さ
や
食
の
大
切
さ
を
痛
感

し
、
民
間
事
業
と
し
て
、
こ
の

体
験
を
活
か
す
べ
く
学
ぶ
館
の

開
設
に
至
り
ま
し
た
。

一 

食
べ
て
元
気
ア
ッ
プ
！

　 

健
康
長
寿
を
目
指
そ
う
！

★
薬
膳
料
理
教
室
を
開
催

　
我
が
家
は
農
家
で
す
。
自
宅

周
り
で
、
薬
草
や
野
草
・
食
べ

ら
れ
る
花
が
、
四
季
折
々
に
収

穫
で
き
ま
す
。
薬
膳
料
理
教
室

で
は
、
身
近
に
あ
る
薬
草
・
野

草・エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー（
食

用
に
な
る
花
）
等
を
摘
み
、
料

理
し
て
食
す
る
こ
と
で
、
ビ
タ

彫
り
込
ん
で
い
る
。
亡
き

家
族
へ
の
想
い
の
深
さ
を

白
寿
展

白
寿
展

「
木
彫
り
と
木
目
込
み
人
形
」
の
世
界

「
木
彫
り
と
木
目
込
み
人
形
」
の
世
界

第
二
の
人
生
は
、女
性
起
業
家
と
し
て

～
築
百
年
の
自
宅
兼
店
舗
で
学
ぶ
館
開
設
、

多
彩
な
体
験
、
い
き
い
き
ラ
イ
フ
づ
く
り
～

長
崎
県
退
職
公
務
員
連
盟
北
松
支
部
支
部
長
　
柴
山
節
子
　

作
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
動

し
た
。

ミ
ン・ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給
を
し
、

元
気
ア
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

★
パ
ン
作
り
で
は
、
天
然
酵
母

と
薬
草
を
取
り
入
れ
た
桑
の
葉

フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
や
柿
の
葉
ジ
ェ

ラ
ー
ト
パ
ン
等
、
栄
養
ア
ッ
プ

が
で
き
る
方
法
を
伝
え
て
い
ま

す
。

二 

交
流
の
場
！
感
動
体
験
！

★
古
民
家
ラ
イ
ブ
を
開
催　

　
今
年
は
、
三
年
ぶ
り
に
古
民

家
ジ
ャ
ズ
鑑
賞
会
＆
尺
八
体
験

を
開
催
。
奏
者
の
方
々
は
、
ほ

ぼ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
地
域
の
参

加
者
に
加
え
、
近
く
の
小
学
生

を
無
料
招
待
。
５０
名
以
上
の
方

が
鑑
賞
。
鑑
賞
し
た
五
・
六
年

生
の
子
ど
も
達
は
、
音
色
の
素

晴
ら
し
さ
や
指
使
い
・
息
使
い

の
凄
さ
に
感
動
。
実
際
に
尺
八

を
吹
く
こ
と
で
、
努
力
す
る
こ

「
福
寿
の
舞
」
と
名
付
け

ら
れ
た
愛
ら
し
い
木
目
込

み
人
形
、干
支
の
押
し
絵
、

羽
子
板
や
手
毬
。
壁
に
は

写
経
「
発
願
文
」、
一
点

一
画
も
崩
れ
な
い
端
正
な

楷
書
。
一
刀
一
刀
細
か
く

　
令
和
元
年
白
寿
を
迎
え

た
桒
田
浩
子
さ
ん
は
、
家

族
の
協
力
の
も
と
、
白
寿

展
を
開
催
し
た
。

　
会
場
に
は
所
狭
し
と
作

品
が
並
び
、
そ
の
数
と
種

類
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ

た
。
木
彫
り
の
壁
掛
け
、

ミ
ニ
箪
笥
、お
盆
、時
計
、

　
５８
歳
で
彫
刻
家
駒
澤
聖

刀
師
に
師
事
し
、
木
彫
り

製
作
１５
年
。
更
に
７０
歳
か

ら
「
木
目
込
み
人
形
」
の

創
作
。
課
題
作
品
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
制
作
に
、「
創

造
と
継
続
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
専
念
し
た
。

　
女
性
管
理
職
の
活
躍
の

場
が
な
か
っ
た
時
代
に
、

桒
田
さ
ん
は
、
多
く
の
人

に
影
響
を
与
え
慕
わ
れ

た
。

　
一
方
、
地
域
で
は
、
５７

歳
の
退
職
直
後
、
経
歴
と

人
柄
か
ら
多
く
の
仕
事
が

待
ち
受
け
、
キ
ャ
リ
ア
を

生
か
し
地
域
に
貢
献
し

た
。
そ
の
一
つ
に
、
母
子

保
健
、
食
生
活
改
善
が
あ

る
。

　
食
生
活
の
改
善
の
講

訃
　
　
報

　
秋
田
県
連
会
長
、
近
藤

貞
夫
氏（
７４
歳
）が
、
８
月

２６
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
１１
年
に
わ
た
っ
て
秋
田

県
退
職
公
務
員
連
盟
の
組

織
部
長
と
し
て
、
日
本
退

職
公
務
員
連
盟
の
組
織
の

強
化
に
ご
尽
力
い
た
だ

話
、
調
理
実
習
会
を
町
内

全
域
で
実
施
し
た
。
単
調

に
な
り
が
ち
な
家
庭
料
理

か
ら
子
ど
も
を
健
康
に
育

て
る
多
様
な
食
事
に
し
よ

う
と
、「
一
日
三
十
品
目
」

摂
取
、「
具
だ
く
さ
ん
の

味
噌
汁
」
を
地
域
の
食
材

か
ら
提
案
し
た
。
一
日
一

万
歩
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
あ
い
ま
っ
た
１８
年
間

に
及
ぶ
活
動
で
あ
る
。

亡
く
な
ら
れ
た
後
も
桒
田

さ
ん
の
遺
志
を
引
き
継
い

で
「
ふ
れ
あ
い
会
食
」
と

し
て
、
お
年
寄
り
を
支
え

て
い
る
。

　
桒
田
さ
ん
の
退
公
連
会

員
４０
数
年
は
、
地
域
の
人

と
退
公
連
の
現
在
と
未
来

を
愛
情
深
く
見
詰
め
続
け

た
年
月
で
あ
っ
た
。

と
の
大
切
さ
・
喜
ば

れ
る
仕
事
を
し
た
い

等
、体
験
を
通
し
て
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
各
種

体
験
教
室
等
に
取
り

組
み
、
い
き
い
き
ラ

イ
フ
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

き
、
秋
田
県
連
の
会
長
、

日
公
連
の
評
議
員
に
な
ら

れ
て
新
た
な
お
役
を
お
願

い
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た

矢
先
の
ご
逝
去
の
報
に
接

し
、
無
念
至
極
。
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　
葬
儀
は
、
３０
日
秋
田
市

内
の
葬
儀
場
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

し
み
じ
み
感
じ

る
。

　
会
場
に
は
、
退

公
連
会
員
が
大
勢

鑑
賞
に
訪
れ
、
制
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